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１ ．  混 合 構 造 を 採 用 す る 目 的  

1 ) 構 造 形 式 ： 2 径 間 複 合 ラ ー メ ン 橋 （ 鋼 桁 と R C 橋 脚

の 一 体 化 ） を 事 例 と す る 。  

2 ) 目 的  

① メ ン テ ナ ン ス 性 の 向 上 ： 橋 脚 上 に 支 承 や 伸 縮 装 置 が

不 要 と な る た め 、 メ ン テ ナ ン ス 性 が 向 上 す る 。  

② 耐 震 性 能 の 確 保 ： 剛 結 構 造 の た め 落 橋 が 発 生 し な い 。

地 震 力 を 橋 脚 と 桁 が 一 体 化 し て 分 担 で き る の で 耐 震 性

能 が 向 上 す る 。  

③ 軽 量 化 ： 鋼 桁 は P C 桁 に 比 べ て 軽 量 化 で き る の で 、

下 部 工 の ス リ ム 化 や 地 震 時 慣 性 力 の 低 減 に 有 効 で あ る 。  

２ ．  設 計 施 工 上 の 留 意 点  

1 ) 設 計  

① 異 種 部 材 の 確 実 な 一 体 化 ： 応 力 伝 達 機 構 を 明 確 に し

異 質 部 材 が 確 実 に 一 体 化 で き る 構 造 と す る 。  

② コ ン ク リ ー ト の 特 性 を 考 慮 し た 設 計 ： コ ン ク リ ー ト

特 有 の 乾 燥 収 縮 や ク リ ー プ を 十 分 考 慮 し た 設 計 と す る 。  

2 ) 施 工  

① 異 種 部 材 間 接 合 部 の 確 実 な 施 工 ： 異 種 部 材 接 合 部 で

は 鉄 筋 や せ ん 断 補 強 鋼 板 が 入 り 組 ん で お り 、 コ ン ク リ

ー ト の 充 填 締 固 め が 困 難 な 場 合 が あ る の で 、 高 流 動 コ

ン ク リ ー ト 等 を 使 用 し 確 実 な 一 体 化 を 行 い 設 計 性 能 を

確 保 す る 。  

以 上  


